
「旨い」と「安心」にこだわり、県内の事業者を応援したい
と、宮城県商工会連合会が、「食」を中心にイチオシの地場
産品300点を揃えた「商工会アンテナショップ」を12月
2日にオープンさせました。ショップ内では試食コーナー
も充実、旨さと楽しさが一度に味わえるお店です。
また、地下にある「まるごと食堂」では、産地直送のとれ

たて魚介類を使った定食を提供しております。
■開催期間／平成25年12月2日～平成26年2月28日
■場　　所／仙台市青葉区一番町4－4－2

Kビル1F・B1F
■営業時間／ショップ　 10：00～18：00
　　　　　　まるごと食堂（定休日：日曜日）

昼の部 11：00～15：00（LO.14：30）
夜の部 17：00～23：00（LO.22：30）

■問 合 先／TEL 022－796－9350
http://gurutto-miyagi.com

商工会アンテナショップ「グルっとＭＩＹＡＧＩ」
～宮城の「旨い」にこだわったアンテナショップ～ ●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会長） （２）

　　　　　　　(宮城県知事） （２）
●第５３回商工会全国大会 （3）
●宮城労働局からのお知らせ （3）
●アンテナショップ「グルっとＭＩＹＡＧＩ」 （4）
●ある日の指導日誌から（南三陸商工会） （4）
●復興への道標（女川町商工会） （5）
●ぼくのお父さん（くろかわ商工会青年部） （5）
●商工会事業（岩沼市商工会） （6）
●宮城県事業引継ぎ支援センターからのお知らせ （6）
●税のひとくち知識 （7）
●青年部•女性部コーナー （8）

迎春

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県

民
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
が
球
団
創
設
以
来

初
の
日
本
一
に
輝
き
、
本
県
の
み

な
ら
ず
、
東
北
に
夢
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
春
に

開
催
し
た
震
災
後
初
の
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
仙
台
・
宮
城
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
は
、
七
百
万
人
を
超
え
る

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、県
民
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
尽
力
の
賜
物
と
考
え
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
二

年
九
か
月
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
か
ら

の
御
支
援
の
も
と
、
全
力
で
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、昨
年
は
、

「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」（
平
成

二
十
三
年
十
月
策
定
）
で
定
め
た

十
年
間
の
道
筋
の
う
ち
、
生
活
基

盤
や
公
共
施
設
を
復
旧
さ
せ
る

「
復
旧
期
」
の
最
後
の
年
に
当
た

り
、
そ
の
取
組
を
加
速
さ
せ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」
に
お
け
る
「
再
生
期
（
四

年
間
）」
の
最
初
の
年
に
な
り
ま

す
。「
再
生
期
」
に
お
い
て
は
、

復
旧
・
復
興
を
一
層
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、「
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
掲
げ
た
将
来
像
を
見
据
え

て
、
本
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め

の
様
々
な
種
を
ま
き
、
各
地
で
芽

吹
く
よ
う
、
医
学
部
の
新
設
や
仙

台
空
港
の
民
営
化
、
広
域
防
災
拠

点
の
整
備
な
ど
、
新
た
な
取
組
に

も
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、「
迅
速
な

震
災
復
興
」、「
産
業
経
済
の
安
定

的
な
成
長
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
宮
城
」、「
美
し
く
安
全
な
県
土

の
形
成
」
を
政
策
推
進
の
基
本
方

向
に
掲
げ
て
、
県
民
の
皆
様
が
復

興
を
実
感
し
、
経
済
成
長
と
豊
か

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
昨
秋
に
行
わ
れ
た
知
事

選
挙
に
お
い
て
、
県
民
の
皆
様
の

御
支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

県
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
県
が
創
造
的

復
興
を
成
し
遂
げ
、「
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か
っ
た
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
宮

城
県
と
な
る
た
め
に
、
今
年
も
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
引
き
続
き
、
県
民
の
皆

様
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
前
を
向
き
、
県
政
運

営
の
先
頭
に
立
っ
て
、
皆
様
と
共

に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

天　

野　

忠　

正

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
東
京
が
決

定
し
た
こ
と
、
更
に
本
県
で
は
、

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
が
初
の
日
本
一
に
輝
く
な
ど
、

久
々
に
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で

し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
日
本
全
体
が

長
引
く
景
気
低
迷
か
ら
脱
却
す
る

と
と
も
に
、被
災
地
に
お
い
て
は
、

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
経
済
成
長

の
起
爆
剤
に
つ
な
が
る
よ
う
切
に

願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年

の
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
我
が

国
企
業
の
八
十
七
％
を
占
め
、
地

域
経
済
の
維
持
・
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
小
規
模
企

業
へ
の
支
援
に
特
化
し
た
「
小
規

模
企
業
基
本
法
」の
制
定
に
向
け
、

全
国
一
斉
に
目
標
百
万
人
の
署
名

活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
同

法
の
早
期
制
定
を
決
議
い
た
し
ま

し
た
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
全

国
連
と
連
携
し
、
小
規
模
企
業

振
興
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
国
・
県
等
関
係
要
路
に
早
期

制
定
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
商
工

会
に
よ
る
支
援
体
制
の
強
化
な
ど

実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
現
に
向

け
強
力
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
み
や
ぎ
地
域
産
業
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
代
表
機
関
と
し

て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
高

度
化
・
専
門
化
す
る
経
営
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対

応
を
行
い
、
経
営
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
が
新
年

度
に
設
置
予
定
の
「
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
を
活
用
し
、
目
前
に
迫
っ

た
消
費
税
増
税
に
伴
う
価
格
転
嫁

対
策
、
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
な

ど
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
抱

え
る
経
営
課
題
に
対
す
る
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
で
き
る
よ
う

支
援
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

更
に
、
今
年
で
東
日
本
大
震
災

か
ら
三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
被

災
地
で
は
復
興
に
向
け
、
未
だ
道

半
ば
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な

問
題
・
課
題
が
発
生
し
て
お
り
、

引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
継

続
及
び
要
件
の
緩
和
、
被
災
事
業

者
の
販
路
拡
大
の
支
援
な
ど
会
員

事
業
所
の
事
業
再
開
・
再
建
に
向

け
て
、
国
・
県
等
に
対
し
て
積
極

的
に
要
望
・
陳
情
活
動
を
展
開
す

る
等
尚
一
層
の
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
関
係
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
企
業
基
本
法
の

制
定
に
向
け
て

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

将
来
の
発
展
に
向
け
て

果
敢
に
挑
戦
す
る
年
に
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第
五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会

が
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
全
国
各

地
よ
り
、
本
県
か
ら
商
工
会
長
及

び
副
会
長
等
総
勢
七
十
七
名
を
含

む
商
工
会
関
係
者
約
三
千
名
が
参

加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

本
大
会
は
「
小
規
模
企
業
基
本

法
制
定
決
起
大
会
」
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
壇
上
に
は
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
小
規
模
企
業
基
本

法
制
定
を
求
め
る
中
間
報
告
分

約
五
十
万
人
の
署
名
が
山
積
み

さ
れ
た
。

全
国
連
石
澤
義
文
大
会
会
長

（
富
山
県
連
会
長
）
は
、
開
会

挨
拶
で
本
年
中
に
百
万
人
の
署

名
を
集
め
、
年
明
け
早
々
に
も

経
済
産
業
大
臣
等
に
対
し
て
、

全
国
小
規
模
事
業
者
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
署
名
を
持
ち
込
む

と
、
国
会
議
員
等
来
賓
や
来
場

者
に
向
け
力
強
く
宣
言
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
（
代
理
：
世
耕
弘

成
内
閣
官
房
副
長
官
）、
茂
木

敏
光
経
済
産
業
大
臣
、
石
破
自

由
民
主
党
幹
事
長
、
山
口
公
明

党
代
表
を
は
じ
め
多
数
の
国
会
議

員
を
迎
え
、
大
会
に
華
が
添
え
ら

れ
た
。

大
会
で
は
、
伊
東
昭
正
大
会
副

会
長
（
熊
本
県
連
会
長
）
が
、

一
、
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期

制
定

一
、
地
域
や
小
規
模
企
業
に
対
す

る
支
援
策
の
抜
本
的
拡
充

一
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め

の
税
制
・
社
会
保
障
施
策
の

実
施

小
規
模
企
業
基
本
法
の

早
期
制
定
を
決
議　
　

︱
第
五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

一
、
地
域
に
根
差
す
商
工
会
の
支

援
機
能
の
更
な
る
強
化

一
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
・
原

発
事
故
・
電
力
の
安
定
供
給

等
に
対
す
る
万
全
の
対
策

の
五
項
目
に
つ
い
て
意
見
表
明
を

行
い
、
大
会
決
議
と
し
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

地
元
国
会
議
員
に
要
望

大
会
前
日
、
天
野
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
本
会
三
役
が
、
衆
参
両

議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本
県
選
出

の
国
会
議
員
に
対
し
て
、
中
小
企

業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

支
援
補
助
金
の
継
続
及
び
要
件
の

緩
和
や
ま
ち
づ
く
り
の
再
生
に
向

け
た
支
援
等
を
盛
り
込
ん
だ
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 696円 平成25年10月31日

宮城県産業別最低賃金 時間額 効力発生日

鉄鋼業 798円 平成25年12月15日

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

757円 平成25年12月19日

自動車小売業 763円 平成22年12月15日

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署
まで、お問い合わせください。

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

全国から寄せられた署名の前で挨拶する石澤全国連会長

伊藤信太郎衆議院議員に要望書を手渡す県連三役
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も
の
で
、全
国
で
は
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
県
と
岩

手
、福
島
を
含
む
十
二
か
所
が
実

施
し
て
い
る
。

今
後
は
商
品
購
買
層
や
お
客
様

か
ら
の
直
接
の
声
等
を
出
品
事
業

者
へ
反
映
さ
せ
、商
品
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支

援
を
実
施
し
、販
売
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町四

−

四

−

二

一
番
町
Ｋ
ビ
ル
１
Ｆ
・
Ｂ
１
Ｆ

※
営
業
時
間
等
は
表
紙
参
照
。

未
曽
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
早
い

も
の
で
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。ご
承
知
の
通
り
南
三

陸
町
は
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
会
員
事
業
所
の
早
期

復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
べ
く
国

や
県
に
よ
る
中
小
企
業
等
施
設
復

旧
整
備
補
助
事
業
に
早
く
か
ら
取

り
組
み
、当
地
域
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
を
始
め
と
し
て
小
売

業
か
ら
建
設
業
、サ
ー
ビ
ス
業
に

「震災から感じたこと」
南三陸商工会
主任主査

八　巻　淳　一

至
る
ま
で
多
く
の
方
々
の
事
業
再

開
に
向
け
た
相
談
に
対
応
し
て
参

り
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
二
十
五
年
二
月
に

経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し
て
認

定
以
降「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」や

「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

事
業
」「
小
規
模
事
業
者
活
性
化
補

助
金
」等
の
補
助
制
度
を
積
極
的

に
導
入
し
、県
連
専
門
家
派
遣
事

業
等
も
活
用
し
な
が
ら
、事
業
の

採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

い
ず
れ
も
カ
キ
や
ワ
カ
メ
な
ど

当
地
域
の
豊
富
な
水
産
資
源
を
活

か
し
た
内
容
で
あ
り
、今
後
も
商

工
会
の
持
つ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

機
能
を
発
揮
し
、高
度
か
つ
専
門

的
な
案
件
に
対
応
す
る
べ
く
努
力

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

常
に「
魅
力
あ
る
商
工
会
」「
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工

会
」を
念
頭
に
業
務
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、果
た
し
て
会
員

事
業
所
や
地
域
住
民
の
皆
様
に

と
っ
て
商
工
会
の
存
在
が
ど
の
よ

う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、と
考

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、商
工
会
を
あ
ま
り
利
用

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、少
し
遠

い
位
置
に
い
た
会
員
さ
ん
か
ら
、

こ
の
震
災
対
応
に
あ
た
り
各
種
補

助
制
度
の
申
請
支
援
を
通
じ
て
頼

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、改
め
て
必

要
と
さ
れ
て
い
る
、そ
の
責
務
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
の
復
旧
か
ら
復
興
、そ

し
て
発
展
へ
と
続
く
長
い
道
の
り

を
こ
れ
か
ら
も
会
員
事
業
所
の
皆

様
と
向
き
合
い
、共
に
歩
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
、震
災
に
よ
り
販
路

が
縮
小
し
た
地
場
産
品
や
原
発
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
で
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
県
内
の
農
水
産

物
離
れ
を
払
拭
す
る
た
め
、十
二

月
二
日
、仙
台
市
青
葉
区
一
番
町

内
に
県
内
三
十
三
商
工
会
が
推
薦

す
る
地
場
産
品
を
集
め
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ「
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｇ
Ｉ
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

店
舗
は
一
階
と
地
下
一
階
合
わ

せ
て
約
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、一
階
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
は
県
内
全
域
の
商
工
会
の
会
員

事
業
所
が
製
造
・
販
売
す
る
地
場

産
品
約
三
百
点
を
取
り
扱
い
、お

客
様
へ
県
内
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
事
業

者
の
販
売
機
会
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。

ま
た
、地
下
一
階
で
は
主
に

七
ヶ
浜
花
渕
浜
漁
港
等
か
ら
水
揚

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚
介

類
を
毎
日
仕
入
れ
、和
食
を
中
心

に
提
供
す
る
飲
食
店「
ま
る
ご
と

食
堂
」を
併
設
す
る
こ
と
か
ら
、食

を
通
じ
た
宮
城
の
安
心
・
安
全
と

地
場
産
品
の
美
味
し
さ
の
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。

こ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

は
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
の

地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支
援
事

業
の
一
環
で
あ
る
営
業
支
援
拠
点

（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）に
よ
る
地

域
産
品
等
の
販
路
開
拓
支
援
事
業

の
採
択
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る

県
内
産
品
を
ま
る
ご
と
Ｐ
Ｒ

仙
台
市
内
に
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

〜
三
十
三
商
工
会
が
推
薦
す
る
商
品
が
集
結
〜

ショップ内の様子

商工会が推薦する地場産品

「まるごと食堂」の様子

仙台三越

い
た
が
き

一
番
町
通
り

仙台
フォーラス

広 瀬 通 り
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ま
な
活
動
を
続
け
な
が
ら
、「
女

川
ス
ー
パ
ー
お
ん
ま
え
や
」
の
復

活
を
目
指
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

移
動
販
売
を
中
心
に
営
業
を
再
開

し
、
こ
の
度
、
魚
市
場
前
に
店
舗

を
構
え
た
。「
旅
館
海
泉
閣
」
も

半
年
ほ
ど
避
難
所
と
し
て
地
元
住

民
を
受
け
入
れ
た
が
、
現
在
は
復

旧
工
事
関
係
者
が
多
く
宿
泊
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
「
清

和
荘
」
を
開
業
、
今
回
厨
房
機
器

や
食
器
類
を
受
け
入
れ
た
「
な
ご

み
荘
」
と
合
わ
せ
て
三
軒
の
宿
泊

施
設
等
を
三
十
二
名
の
従
業
員
で

運
営
し
て
い
る
。

佐
藤
社
長
は
藤
本
さ
ん
に
対
し

て
、「
自
分
が
こ
の
よ
う
な
行
動

が
出
来
る
か
と
い
え
ば
出
来
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
藤
本
さ

ん
の
行
動
は
勇
気
あ
る
行
動
で
凄

い
と
感
じ
ま
す
し
、
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
藤
本
さ
ん
の
お
気

持
ち
に
応
え
る
に
は
女
川
町
復
興

の
一
助
と
な
る
企
業
と
し
て
が
ん

ば
り
た
い
。」
と
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
た
。

鹿
児
島
県
指
宿
市
で
う
ど
ん
店

を
営
ん
で
い
た
藤
本
恵
子
さ
ん
が

体
調
不
良
に
よ
り
閉
店
し
た
こ
と

か
ら
、厨
房
機
器
・
冷
蔵
庫
や
テ
ー

ブ
ル
更
に
食
器
な
ど
お
店
一
軒
全

て
の
も
の
を
被
災
さ
れ
た
事
業
者

へ
無
償
で
差
し
上
げ
た
い
と
県
連

合
会
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

沿
岸
部
商
工
会
へ
こ
の
件
を
周

知
し
た
が
、
し
ば
ら
く
受
け
入
れ

先
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
た
が
、
女
川
町
で
「
旅
館
海

泉
閣
」
を
経
営
し
て
い
る
佐
藤
広

樹
社
長
の
と
こ
ろ
へ
、
藤
本
さ
ん

の
甥
が
偶
然
宿
泊
し
、
遊
休
厨
房

設
備
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

な
ら
ば
と
構
想
段
階
で
あ
っ
た

「
な
ご
み
荘
」
の
開
業
計
画
の
中

へ
盛
り
込
め
な
い
か
と
、
女
川
町

商
工
会
へ
相
談
に
行
っ
た
こ
と
か

ら
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
県
か
ら
の
輸
送
費
捻
出

や
搬
出
時
の
梱
包
作
業
が
思
う
よ

う
に
出
来
な
い
問
題
も
あ
っ
た

が
、
輸
送
は
厨
房
機
器
メ
ー
カ
ー

㈱
フ
ジ
マ
ッ
ク
様
か
ら
無
償
協
力

を
頂
き
、
ま
た
梱
包
作
業
は
鹿
児

島
県
指
宿
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様
の
協
力
を
得
て
解
決
し
た
。

佐
藤
社
長
は
被
災
前
ま
で
は
女

川
湾
の
間
近
で
「
女
川
ス
ー
パ
ー

お
ん
ま
え
や
」
と
「
旅
館
海
泉
閣
」

を
営
ん
で
い
た
が
、
津
波
に
よ
り

母
親
で
当
時
の
社
長
と
常
務
の
お

姉
さ
ん
、
従
業
員
、
更
に
は
創
業

者
の
祖
父
母
が
犠
牲
と
な
り
、
先

代
が
築
き
あ
げ
て
き
た
大
切
な
も

の
全
て
を
失
っ
た
。

震
災
直
後
は
避
難
所
へ
食
料
を

配
り
、
炊
き
出
し
支
援
や
さ
ま
ざ

提供いただいた厨房設備

佐藤社長（中央）とスタッフ

「
鹿
児
島
か
ら
の
贈
り
物
」

遊
休
厨
房
設
備
を
マ
ッ
チ
ン
グ

（
女
川
町
商
工
会
）

復
興
へ
の
道
標
�

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、㈲
会
津

設
備
工
業
で
水
道
工
事
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
整
備
の
仕
事
も
し
て

い
て
、ぼ
く
は
車
が
好
き
な
の
で
、

お
父
さ
ん
と
車
を
見
に
行
っ
た

り
、車
の
話
を
す
る
の
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

お
父
さ
ん
は
毎
日
泥
だ
ら
け
、

油
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、家
族

の
た
め
に
夜
遅
く
ま
で一生
懸
命

働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

青
年
部
で
は
部
長
を
し
て
い

て
、い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
に
出
店

し
て
い
ま
す
。町
内
会
の
お
祭
り

で
も
地
域
の
人
た
ち
に
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
姿
を
見

る
と
、ぼ
く
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

休
み
の
日
に
は
、温

泉
や
ド
ラ
イ
ブ
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

す
。お

こ
ら
れ
た
り
け

ん
か
を
す
る
こ
と
も

よ
く
あ
る
け
ど
、ぼ

く
も
お
父
さ
ん
の
よ

う
に
、人
の
た
め
に
が

ん
ば
る
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。

会津聡人さんと健人くん

会あ
い
づ津

　
健け
ん
と人
さ
ん
　
　

（
仙
台
市
立
高
森
小
学
校
五
年
）

㈲
会
津
設
備
工
業

く
ろ
か
わ
商
工
会
青
年
部　

会あ
い
づ津　

聡あ
き
ひ
と人
さ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」
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頃
か
ら
列
を
作
り
、
午
前
九
時

四
十
分
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
始
ま
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
た
。

午
前
十
時
に
商
品
券
の
販
売
が

開
始
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
商
品
券

七
百
枚
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
商

品
券
を
購
入
し
た
市
民
は
イ
ベ
ン

ト
開
始
の
合
図
と
と
も
に
参
加
店

舗
を
目
指
し
買
い
物
に
一
目
散
に

散
っ
て
行
っ
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
は
、

岩
沼
市
商
工
会
館
で
行
わ
れ
、
市

観
光
物
産
協
会
や
協
賛
企
業
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
賞
品
の
抽
選
が

行
わ
れ
た
。

数
年
ぶ
り
に
商
店
街
が
混
雑
す

る
く
ら
い
に
消
費
者
が
買
い
物
を

行
う
光
景
が
見
ら
れ
、
参
加
者
か

ら
は
継
続
し
て
開
催
を
望
む
声
も

多
く
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。

十
一
月
二
十
三
日
㈯
岩
沼
市
の

中
心
商
店
街
等
に
お
い
て
「
福
幸

市
・
コ
ン
タ
君
の
倍
返
し
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
昭
和
五
十
一

年
の
酒
田
大
火
の
際
に
、
岩
沼
市

商
工
会
が
酒
田
商
工
会
議
所
へ
義

援
金
を
贈
っ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し

と
し
て
、
酒
田
商
工
会
議
所
よ
り

贈
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
を
活
用
し
、
市
民
や
商
店
等
へ

の
恩
返
し
事
業
と
し
て
実
施
し

た
。会

員
事
業
所
と
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
み
ん
な
の
力
で
岩
沼
の

ま
ち
を
元
気
に
し
て
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
一
日
で
も
早
い
復
興
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
商
店
会
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
形
式
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

倍
返
し
ラ
リ
ー
の
概
要
と
し
て

は
、
市
民
が
二
千
円
分
の
商
品

券
（
五
百
円
券
四
枚
）
を
千
円
で

購
入
し
、
市
内
中
心
部
の
参
加
店

五
十
一
店
舗
の
中
で
買
い
物
を
し

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
四
店
舗
分

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選
会

に
参
加
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。商

品
券
販
売
会
場
の
市
役
所
前

広
場
に
は
、
早
い
人
で
午
前
七
時

商品券販売の様子

参加店舗の様子

倍返しラリーに集まった市民

商
工
会
事
業

福
幸
市
・
コ
ン
タ
君
の
倍
返
し
ラ
リ
ー

岩
沼
市
商
工
会
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税のひとくち知識

消費税増税の留意事項（その2）
消費税率が平成26年 4 月 1 日以降 8％とする新消
費税法の施行が決まりました。また、「消費税の円
滑かつ適正な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻
害する行為の是正等に関する特別措置法」（消費税
転嫁対策特別措置法）が施行されました。
前回に引き続き、それぞれの留意事項等を簡記し
ましたので、会報平成25年 5 月号の「消費税増税へ
の対応」と併せて参考にしてください。

Ｑ 1　工事の請負等に関する税率等の経過措置の適
用を受けようとする場合、当該工事について、
施行日前までに着手しなければならないか。

　Ａ　指定日（平成25年10月 1 日）の前日までに工
事の請負契約を締結したものであれば、施行日
前に着手するかどうか、また、その契約に係る
対価の全部又は一部を収受しているかどうかに
かかわらず、経過措置が適用される。

Ｑ 2　議会の承認を得る前に入札等により請負業
者、請負金額等が決定している場合には、当市
と業者の間で、「議会の承認を得た場合に本契
約を締結し工事を実施する」旨を定めた仮契約
を締結している。
この場合、工事に係る仮契約の契約締結日が
指定日（平成25年10月 1 日）前であれば、仮契
約した工事について、「工事等の請負等に関す
る税率等の経過措置」の適用対象となるか。

　Ａ　このような停止条件付契約も、「工事の請負
に係る契約」に含まれるから、指定日（平成25
年10月 1 日）の前日までに仮契約した工事につ
いては、経過措置の適用対象となる。

Ｑ 3　消費税転嫁対策特別措置法の成立により、総
額表示義務の特例が設けられ税込価格の表示を
要しないとされたがどのような理由からか。

　Ａ　短期間で 2回も増税が行われることから、事
業者の価格変更の負担を少なくするため、平成
25年10月 1 日から平成29年 3 月31日までの間、
表示価格が税込価格であると誤認されないため
の措置を講じていれば「税込価格」を表示しな
くてもよい（税抜価格表示でもよい。）とする
特例が設けられた。

Ｑ 4　具体的な表示はどのようにすればよいのか。
　Ａ　例 1　値札、チラシ、ポスター、商品カタロ

グ等において、商品等の価格を次のよう
に表示する。
○○円（税抜）、○○円（税抜価格）、
○○円（本体価格）、○○円＋税

　　　例 2 　 個々の値札等においては、「○○円」
と税抜価格のみを表示し、別途、店内の
消費者が商品等を選択する際に目に付き
やすい場所に、明瞭に、「当店の価格は
すべて税抜価格となっています。」といっ
た掲示を行う。

なお、事業者が、税込価格に併せて、税抜価
格を表示した場合において、税込価格が明瞭に
表示されているときは、景品表示法第 4条第 1
項（不当表示）の規定は適用しないこととされ
た。

Ｑ 5　消費税転嫁対策特別措置法において、「転嫁
を阻害する宣伝や広告」として禁止される表示
例と禁止されない表示例

　Ａ　 1　禁止される表示の具体例
「消費税は転嫁しません」、「消費税は当店
が負担します」、「消費税還元セール」、「消費
税率上昇分値引きします」、「消費税 8％還元
セール」、「消費税相当分、次回の購入に利用
できるポイントを付与します」等

　　　 2　禁止されない表示の具体例
「新生活応援セール」、「 3％値下げ」、「 3％
ポイント還元」、「 8％還元セール」

注　消費税転嫁対策特別措置法には、上記Ｑ 3から
Ｑ 5に係る「価格の表示に関する特別措置」及び
「消費税の転嫁を阻害する表示の是正に関する特
別措置」のほか、「消費税の転嫁拒否等の行為の
是正に関する特別措置」及び「消費税の転嫁及び
表示の方法の決定に係る共同行為に関する特別措
置」等が規定されている。

宮城県商工会連合会　嘱託専門指導員　　
菅野正弘
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盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
！

加
入
申
込
み
は
各
商
工
会
窓
口

ま
で
！

女
性
部
員
募
集
中
!!

商
工
会
女
性
部
は
女
性
の
経
営

者
や
事
業
主
の
配
偶
者
等
、
事
業

に
携
わ
る
女
性
で
組
織
し
て
い
ま

す
。主

な
活
動
内
容
は
、
研
修
会
・

講
習
会
・
先
進
地
視
察
研
修
・
地

域
活
動
・
異
業
種
交
流
等
で
、
商

工
業
に
携
わ
る
女
性
と
し
て
の
経

営
知
識
と
教
養
を
深
め
る
こ
と

で
、
地
域
の
商
工
業
の
総
合
的
な

改
善
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
町
を
訪
れ
た
方
が

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
笑
顔

で
お
も
て
な
し
を
し
、
元
気
な
地

域
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
に
参
加
し
て
、
地
域
を

成
二
十
六
年
四
月
に
は
消
費
税

八
％
に
上
が
る
こ
と
が
決
定
し
、

中
小
企
業
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
残
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
素
早

い
対
応
が
求
め
ら
れ
、
自
社
企
業

の
財
政
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

平
成
二
十
五
年
度
経
営
力
向
上
研
修
会

「
簡
単
に
解
か
る
決
算
書
の
見
方
」

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

こ
の
事
業
は
、
女
性
部
員
の
資

質
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
・

講
習
会
や
震
災
復
興
に
関
す
る
支

援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
も
の
で

あ
り
、
女
性
部
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。各

商
工
会
女
性
部
で
は
、
実
際

に
被
災
地
に
出
向
き
、
被
災
さ
れ

た
事
業
者
等
か
ら
の
話
を
聞
き
、

女
性
部
と
し
て
、
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と

去
る
十
一
月
十
八
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
に
お

い
て
、
県
下
商
工
会
青
年

部
員
五
十
七
名
参
加
の
も

と
、
喜
多
村
税
務
会
計
事

務
所
所
長
税
理
士
喜
多
村

洋
子
氏
を
講
師
に
む
か
え
、

若
手
経
営
者
の
た
め
の
財

務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
〜
簡
単

に
解
か
る
決
算
書
の
見
方

〜
と
題
し
た
研
修
会
を
開

催
し
た
。

近
年
、
経
営
環
境
の
変

化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
平

し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
「
お
も

て
な
し
の
心
」
を
学
ぶ
た
め
の
接

客
マ
ナ
ー
講
座
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。

本
事
業
に
よ
る
震
災
復
興
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会
等
に
つ

い
て
は
今
年
度
ま
で
と
な
り
、
来

年
度
か
ら
は
女
性
経
営
者
と
し
て

の
経
営
知
識
の
醸
成
や
部
員
相
互

の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
講
習

会
・
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

女
性
部
若
手
後
継
者
育
成
事
業

︱
広
域
エ
リ
ア
別
震
災
復
興
支
援
事
業
︱

宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

平成25年度商工会女性部員研修会の様子

挨拶する尾出会長

講演する喜多村先生

益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
研
修
会
で
は
企
業
財
務
に
焦

点
を
あ
て
、
法
人
決
算
書
の
見
方

の
基
礎
編
と
し
て
、貸
借
対
照
表
・

損
益
計
算
書
の
見
方
を
中
心
に
講

義
が
な
さ
れ
、
更
に
は
金
融
機
関

融
資
担
当
者
が
着
眼
す
る
決
算
書

の
評
価
ポ
イ
ン
ト
に
も
触
れ
る
内

容
も
あ
り
、
参
加
者
は
終
始
講
師

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

続
い
て
、
県
青
連
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
尾
出
会
長
よ
り
「
青
年

部
員
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
関
す

る
状
況
等
に
つ
い
て
」、
小
松
副

会
長
よ
り
「
被
災
地
視
察
研
修
上

半
期
の
受
入
状
況
に
つ
い
て
」、

名
生
副
会
長
よ
り
「
県
青
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
」
の
報
告
が
な
さ
れ
研

修
会
は
終
了
し
た
。
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